
二
〇
〇
七
年
六
月
十
三
日

lt

の
議
員
会
館
で

　

総
１
　
堂
眼
催
し
ま
し
た

　

一
。
０
０
七
年
六
月
十
三
日
、
衆
議

　
　

長
の
木
村
格
（
い
た
る
）
先
生
は
「
難

院
第
一
議
員
会
館
会
議
室
に
て
全
国

　
　

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は

難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
総
会
を
開

　
　

予
想
以
上
に
早
い
ペ
ー
ス
で
進
み
ま

催
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。
現
在
の
課
題
は
セ
ン
タ
ー
の

　

六
月
上
旬
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

　
　

経
済
的
基
盤
が
不
安
定
な
こ
と
、
相

汗
の
吹
き
出
る
暑
い
日
に
も
か
か
わ

　
　

談
員
の
資
質
向
上
を
さ
ら
に
目
指
す

ら
ず
、
各
地
よ
り
六
六
名
の
方
々
に

　
　

こ
と
、
就
労
支
援
の
問
題
を
広
く
取

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

り
組
む
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
本

　

代
表
世
話
人
の
津
島
雄
二
議
員
、

　
　

目
の
総
会
や
今
後
の
研
究
大
会
で
広

代
表
幹
事
の
原
出
義
昭
議
員
、
匪
話

　
　

く
ご
意
見
を
集
め
た
い
。
」
と
お
っ

人
の
谷
博
之
議
員
、
丸
谷
仕
織
議

　
　

し
や
っ
て
い
ま
し
た
。

員
、
小
池
昭
議
員
（
秘
書
）
そ
し
て

　
　
　

副
会
長
の
今
井
尚
志
先
生
か
ら

江
田
康
幸
議
員
（
秘
書
）
に
も
ご
出

　
　

は
、
「
難
病
患
者
・
家
族
へ
の
支
援

㈲
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
い

　
　

対
策
に
つ
い
て
Ｉ
三
つ
の
提
言
－
」

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
す
ブ
ザ
ー
バ

　
　

と
題
し
、
先
生
の
研
究
班
で
の
調
査

Ｉ
と
し
て
厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病

　
　

を
通
し
て
、
「
難
病
相
談
支
援
セ
ン

対
策
課
よ
り
課
長
を
含
め
六
名
が
ご

　
　

夕
１
の
充
実
と
経
済
的
基
盤
の
確

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
」
、
在
院
目
数
短
縮
な
ど
そ
れ
ま

　

胃
頭
の
開
会
挨
拶
で
、
研
究
会
会

　
　

で
の
医
療
体
制
の
ぐ
ら
つ
き
を
懸
念

代
表
世
話
人

ｊ
’
ｔ
言
ｐ
ｌ
ノ

　
　
　

　
　

津
島
雄
二
議
員

　

　
　
　

　

ｒ
－
１
１
－
１
１

9

ａ→レｔ

代
表
幹
事

　

原
田
義
昭
議
員

し
「
医
療
依
存
度
の
高
い
難
病
患
者

で
も
人
所
可
能
な
福
祉
施
設
の
創
設

が
必
要
」
で
あ
る
こ
と
、
が
ん
や
Ｈ

Ｉ
Ｖ
だ
け
で
な
く
「
難
病
患
者
対
象

の
緩
和
ヶ
ア
病
棟
が
必
要
」
と
い
う

二
つ
の
提
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
い
わ
ゆ
る
四
五
疾
患
、
一

一
ご
二
疾
患
に
含
ま
れ
な
い
希
少
疾
患

の
団
体
も
二
団
体
ほ
ど
出
席
し
、
難

病
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
業
に
つ
い

て
「
四
五
疾
患
、
一
コ
ニ
疾
患
、
神

経
難
病
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
柔

軟
に
相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

認
を
得
て
閉
会
し
ま
し
た
。
事
前
に

ご
案
内
し
て
い
た
時
問
よ
り
閉
会
時

問
を
早
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
、
あ
ら
た
め
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
も
六
月
に
総
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
出
席
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

い
」
、
「
小
さ
な
患
者
会
と
の
連
携
も

　
　

Ｉ
彩
ド
９
　

大
切
に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
唆
望

　
　

・
、
r
j
r
:

■
"
■
　
■

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
会
計
報
告
と
第
九
回
研
究

大
会
（
富
山
）
、
第
一
〇
回
研
究
大

会
（
愛
知
）
の
開
催
に
つ
い
て
の
承

　
　

一
ト
”

谷

　

博
之
議
員

　

　
　
　

厚
労
省
疾
病
対
策
課
長

　
　
　

梅
田
珠
美
氏

『

７

会
長

　
　
　
　
　

　
　
　

　

木
村

　

格
先
生

　

　
　
　 副

会
長

　

今
井
尚
志
先
生

１－



　
　
　
第
九
回
研
究
大
会
（
富
山
）
開
催

一
ｙ
‘

- r l j d

Ｅ
ｙ
ニ
－
Ｂ
Ｉ
。
で
十
瓦
□
一
万
各
・
収
參
加
ド
三
‐

二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
七
日
万
一

　
　
　

（
代
表

　

伊
藤
た
て
お
）
の
共
同
運

十
八
日
、
富
山
県
富
山
市
に
て
全
国

難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
第
九
回
研
究

大
会
（
富
山
）
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
よ
り
研
究
会
事
務
局
は
道
難

病
連
と
難
病
支
援
ネ
ッ
ト
北
海
道

リベル」のみなさんによるコーラスで幕開け～ろ｢こ

営
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
富
山
の
コ
圭
フ
ス
グ
ル
ー
プ

　

「
こ
～
ろ
・
リ
ベ
ル
」
に
よ
る
歓
迎

コ
上
フ
ス
で
一
味
違
う
幕
開
け
と
な

っ
た
今
回
の
研
究
大
会
は
、
難
病
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
の
み

な
ら
ず
、
患
者
団
体
や
地
域
難
病

連
、
行
政
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
一

五
一
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
（
内
訳
別
表
）
。

　

開
会
挨
拶
で
研
究
会
会
長
の
木
村

格
（
い
た
る
）
先
生
（
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
宮
城
病
院

　

病
院

長
）
は
、
「
（
難
病
患
者
に
携
わ
る
）

私
た
ち
は
日
々
様
々
な
問
題
と
直
面

し
、
悩
み
な
が
ら
も
よ
り
よ
い
方
向

へ
進
む
よ
う
努
め
て
い
る
。
難
病
の

方
へ
の
医
療
や
生
活
支
援
が
あ
た
り

前
に
で
き
る
世
の
中
、
そ
れ
は
難
病

に
限
ら
ず
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た

方
な
ど
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
あ

た
り
ま
え
の
世
の
中
に
つ
な
が
る
。

こ
の
研
究
大
会
を
私
た
ち
の
役
割
の

再
認
識
の
場
と
し
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
な
講
演
、
発
表
は
以
下
の
通
り

で
す
。

■
一
日
目
一
（
二
十
七
日
）

特
別
講
演
ｉ

　

伊
藤

　

智
樹
先
生

　

（
富
山
大
学
人
文
学
部
）
『
病
の
語

　

り
（
ｉ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
　
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）
研

　

究
と
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー
プ

　

ー
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　

富
山
県
支
部
と
の
出
会
い
を
通
し

　

て
考
え
る
Ｉ
』

　

特
別
講
演
Ｕ

　

倉
知

　

延
章
先
生

　

（
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）
『
難

　

病
に
罹
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
就

　

業
支
援
の
視
点
と
方
法
を
考
え
る

　

～
精
神
障
害
者
支
援
の
取
組
み
か

　

ら
～
』

回
二
日
目
■
（
二
十
八
日
）

　

一
般
発
表
Ｕ

　

（
北
陸
三
県

　

難
病

　

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
発

　

表
）

①
小
栗

　

光
代
氏
（
富
山
県
厚
生
部

　

健
康
課
）
『
富
山
県
に
お
け
る
難
病

　

対
策
と
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

　

ー
に
つ
い
て
』

②
北
野

　

浩
子
氏
（
石
川
県
難
病
相

　

談
・
支
援
セ
ン
タ
士
『
石
川
県
難

　

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り

　

組
み
～
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
難

　

病
相
談
支
援
体
制
づ
く
り
を
め
ざ

　

し
て
～
』

③
永
井

　

富
美
氏
（
独
立
行
政
法
人

　

国
立
病
院
機
構
医
王
病
院
Ｍ
Ｓ

　

Ｗ
）
『
神
経
難
病
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
育
成
の
試
み
～
そ
の
成
果
と
課

　

題
～
』

④
三
好

　

良
子
氏
（
福
井
県
難
病
支

　

援
セ
ン
タ
士
『
福
井
県
難
病
支
援

　

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
』

　

大
会
二
日
口
は
「
自
立
と
共
生
か

ら
ケ
ア
を
考
え
る
」
と
題
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
地
域
で

先
駆
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
三

名
、
惣
万
佳
代
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
の
ゆ
び
と
１
ま
れ
）
、
山
崎

　

京
子

氏
（
能
代
山
本
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
、
林

　

幸
子
氏
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
あ
け
び
）
を
お
招
き
し
、

座
長

　

今
井

　

尚
志
（
た
か
し
）
先

生
（
研
究
会
副
会
長
・
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
宮
城
病
院

　

診
療

部
長
）
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

椿
井

富
美
恵
氏
（
同
病
院
Ａ
Ｌ
Ｓ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー

　

Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
の
進
行
の
も
と
、

「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

　

（
こ
の
ゆ

び
と
１
ま
れ
）
な
ど
特
色
あ
る
活
動

の
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
「
自

立
と
共
生
」
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま

　　

全国難病センター研究会
第９回研究大会(富山)参加者内訳

機　関　種　別 機関・団体数 人　数

難病相1炎・支援センター 16機関 26

地　城　難　病　連 ８団体 １７

疾　　病　　団　　体 91寸l体 35

医　療　関　係　機　関 ６機関 20

行　　政　　関　　係 ８機関 １１

企　　　　　　　　　　業 ３機関 ５

そ　　　　の　　　　他 17団体 37

計 151

し
た
。

　

今
回
の
研
究
大
会
開
催
に
あ
わ

せ
、
北
陸
三
県
の
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
、
行
政
関
係

者
、
難
病
団
体
が
集
ま
り
、
現
状
報

告
や
課
題
の
共
有
の
場
を
も
ち
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
研
究
大
会
を
機
に

多
く
の
方
を
巻
き
込
ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
各
地
で
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
こ
の
研
究
大
会
は
開
催
地
で

あ
る
富
山
県
、
厚
生
労
働
省
、
厚
生

労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
難
治
性
疾

患
克
服
研
究
事
業
「
重
症
難
病
患
者

の
地
域
働
負
厚
生
労
働
科
学
研
究

費
補
助
金
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事

業
「
重
症
難
病
患
者
の
地
域
医
療
体

制
の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
」
（
糸

-２-



　

ｊ第９回全国難病センター研究会

　

富山大会を終えて

１１

　　　　　　　　　　　

ＮＰＯ法人難病ネットワークとやま

　

ダ

　　　　　　　　　　　　

代表中川みさこ

　

あっという間に数ヶ月が経ちました。研究会事務局の皆様のご指

導を得て富山大会を成功させることができて本当に良かったと思っ

ています。遠くから参加してくださった皆様にも紙面を通じてあら

ためて感謝申し上げます。

　

まだまだ富山では認知度が低い難病支援ではありますが、「研究

会が来る！」と決まってから､各方面への呼びかけを積極的に行い、

県内参加者が多かったことは大変嬉しいことでした。私達も準備か

ら、宴会までいろんな調整を学ばせていただいてとても勉強になり

ました。

　

また、私達が運営する「難病作業所ライヴ」も出店させていただ

いて小さいながらも頑張っていることを皆さんに見ていただけたか

と思います。

　

研究会以降、行政関係やセンター、医療機関との関係も明るいほ

うへ少し変化したように思えます。

　

富山での小さな難病支援の輪が全国とリンクして相乗効果で広が

りました。そしてこれからも仲間と共にどんどん難病支援街道を広

げていきたいと想いを新たに致しました。また機会がありました

ら、富山での開催をお待ちしております。

　

一

一 －

　　　　　　　

;トj!ll'.･■1lICn i･･.･i117‘l

　　　　

i河卜いに1.入フォーレストハ尾会

「作業所ライブ｀」「おわらの里」が

会場内に出店しました

山
班
）
な
ら
び
に
「
特
定
疾
患
の
自

立
支
援
対
策
の
確
立
に
関
す
る
研
究

班
」
（
今
井
班
）
よ
り
後
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
．
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
関
係
者
の
皆
様
、
参
加
者
の
方

々
に
厚
く
御
社
を
申
し
上
げ
ま
す
．

　

今
後
の
予
定
は
、
二
〇
〇
八
年
六

月
に
総
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
沖

縄
県
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
．
沖
縄
県
開
催
を
求
め
る
声
は
当

初
よ
り
大
き
く
、
い
よ
い
よ
実
現
に

向
け
て
動
き
出
し
ま
す
．
詳
細
は
．

　
　

’
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.
r
_
-

_

■
-

.

_

_
_
.
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.
.

－
ｉ
―
― 卸

北
海
道
難
病

巡
、
日
本
難
病
・

疾
病
団
体
協
議
会

　

（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）

　

の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

載
い
た
し
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
ひ
き
つ
づ
き

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

（
鈴
木

　

洋
史
）

第９回研究大会の様子

第10回研究大会(愛知)のご案内

日

　　

時

　

2008年３月15日出

　

13 :〔X〕～20:〔X〕

　　　　　　　　　

3月16日(日)9 :00～15 : 00

会

　　

場

　

愛知県医師会館

　

９階大講堂(名古屋市中区栄)

　

【主な内容】……………

　

…………………………………

特別講演｢難病対策の経緯と現状、これからの新しい展開

　　　　　

(仮題)｣

　　　　　

祖父江逸郎(名古屋大学・愛知医科大学名誉教授)

研修講演｢模擬患者参加型の新しい医学教育について(仮題)｣

　　　　　

藤崎

　

和彦(岐阜大学医学部

　　　　　　　　　　　　　

医学教育開発研究センター教授)

研修講演｢ピアカウンセリングの導入と効果について(ｲ反題)｣

　　　　　

坂野

　

尚美(あいちピアカウンセリング／

　　　　　　　　　　　

カウンセリングセンターセンター長)

　

このほか講演・発表多数の予定です。

　

詳しくは下記北海道難病連ホームページをご覧下さい。

　

http://ｗｗｗ.do-nanren.jp/

３－
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第９回研究大会

　　

‾ＪＩ⊇

　　　　　

ﾀﾞﾆｰ．･だ’

①研究会の存続意義について

●年１回でよい

　

29名(47.5%)

　

【理由】旅費の負担が大きい（10名）・多

忙、日程が合わない（５名）・難病相談支

援センターが全国に設置され、定着して

きたため（４名）

●このままでよい

　

21名(34.4%)

　

【理由】２回あれば交代で参加できる

（２名）・激動する社会の課題が山積して

いるから全国規模で２回は必要（２名）・

情報交換・交流の場は多い方が良い（２

名）

②参加する上での問題点について

ａ.旅費や宿泊費の工面

●補助金

　

32名(52. 5%)

　

患者会（11名）・難病連（３名）・公費（５

名）･委託費･研究費･支援センター十難

病連・アステラス製薬助成金十支援セン

ター

●自費

　

15名(24.6%)

アンヶ－トを研究大会の配布資料に入れて参加者139名に配

布しました。

回収数61枚、回収率43.9%でした。本文中特に断りがないも

のは回答者１名です。

年間開催数の希望

営

　
　
　

れ

　
　
　
　
　

Ｊ
よい(年2回)

　　

34％

今後の参加希望

参加したいが

　

難しい－

　　

18％

参加できる

　　

18％

　

地元だから･自分の勉強と思って･難病連で予算が取れない

●その他

　

９名(14.8%)

　

自費十補助金など

b｡今後も参加したいですか？

　

また、参加できますか？

●なるべく参加したい

　

36名（59.0％）

　

北用がかかれば無理（３名）・内容による

●参加できる

　

11名（18.0％）

●参加したいが難しい

　

11名（18.0％）

　

遠方は費用の工面ができない（自費参加３名・補助あり参

加２名）・体力的に厳しい（２名）・什事を休めない・患者

が入院中・患者会の仕事が大変だから

③今後研究会でどのようなことが

　　

討議されればよいか

　

難病患者の就労問題（５名）・日本の医療・社会保障（受益

者負担、入院施設、介護保険、特定疾患はずし、リハビリ制

度、医療依存度の高い患者の施設入所など）（４名）・病気に

ついて（子どもの難病、内部障害、その他様々な病気）（３

名）・当事者（患者・家族団体）からの発表や報告（２名）・

全国の難病相談支援センターの運営について（活動内容、役

割、啓発、問題点、成果、質、具体的スキル、予算獲得の手

段など）（２名）ほか

④研究会に参加してどんなことが

　　

ためになりましたか？

　

国、地方、団体の行動が把握でき、今後の向上につながる

（５名）・全国各地の人とのネットワーク形成（２名）・色々な

角度からの見方ができると実感（２名）・色々な方面の方と交

流・情報交換できた（２名）・新しい知識を吸収することがで

きた（２名）・自分たちの団体（センター）の反省点、課題等

が見えた（２名）・患者さんの思いや心の内面に触れることが

できた（２名）ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

旅費・宿泊費の工面について

ツ

　
　

腿

－なるべく
参加したい

　　

59％

④開催地の希望

沖縄県

東北

各県順番に

石川県

岡山県

関東近県

交通の便が良いところ

補助金

　

52％

５名(8.2％)

3名(4.9％)

４名(6.6%)

2名(3.3％)

2名(3.3%)

2名(3.3％)

2名(3.3％)

　　　　　　　　

一考

　　

察-

　　　　　　　

(事務局長

　

伊藤たてお)

　

開催は年１回が良いとしたものが48%29名、２回とし

たものが21名でしたが、事務局関係者の回答が含まれて

いないため実際にはほぼ同数ではないかと思われます。

１回とする理由では費用がかかるとしたものが一番多

く、その点での工夫があれば２回でも良いのか不明でし

た。

　

２回とする意見はもちろん積極的な取組み姿勢と言

えると思います。

　

次回開催地についての希望では決定的なものはありま

せんでしたが、具体的地名としては沖縄が一番多かった

と言えます。次回運営委員会で討議したいと思います

が、医療の過疎、とりわけ専門医の不足に悩んでいる沖

繩で開催する意味は大きいものと思われます。各県順番

と言う意見が全体的なもので、その中ではまず束北と言

うことと受け止められるのではないでしょうか。

　

ようやく全県に設置が実現した相談支援センターのあ

り方や相談の内容だけではなく、どのように支援したの

か、どのような結果を得たのか、解決はしたのか、相談

者の満足度は？など、まだまだたくさんの重要なテーマ

もあり、また難病対策の今後のあり方や地方分権の影響

なども考えると、この研究会の果たす役割はますます大

きなものになるのではないでしょうか。

　

各研究班でもセンターについてたくさん取り上げられ

ていますが、研究班がなくなっても残るものとしてのセ

ンターを考えると、これからは単に研究だけでは済まさ

れない課題も負うことになるのでしょう。次回以降この

点についての意見交換も必要と考えます。詳しくは愛知

での運営委員会に報告したいと思います。



第
九
回
研
究
大
会

　

特
別
講
演
１
（
要
約
）

病
謳
り
（
Ｆ
Ｉ
回
延
ｉ
）
研
究
と
七
ル
フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー
プ

　

ー
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
富
山
県
支
部
と
の
出
会
い
を
通
し
て
考
え
る
Ｉ

　

私
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
セ
ル

フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー
プ
、
自
助
グ
ル

≒
フ
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
参
加

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
て
、
そ
こ
で

病
を
経
験
し
た
方
々
が
ど
う
や
っ
て

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
う
し

た
人
を
変
夫
う
る
場
と
し
て
の
グ
ル

ー
プ
の
可
能
性
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
社
会
学
の
立
場
か
ら
考
え
て
き
た

も
の
で
す
。

　

今
日
は
私
か
一
一
〇
〇
五
年
か
ら
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
全

国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
富
山
県

支
部
の
例
を
引
き
な
が
ら
そ
の
成
果

を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
社
会
学
の
中
の
特
殊
専
門
領

域
で
あ
り
ま
す
「
病
の
語
り
巨
・

富
山
大
学
人
文
学
部
伊

　

藤

　

智

　

樹

n
ｅ
ｓ
ｓ
　
ｎ
ａ
コ
■
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
）
研
究
」
に
つ
い

て
説
明
致
し
ま
す
。
病
気
を
単
に
生

物
学
的
現
象
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
人
が
病
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
病
を
生
き
よ
う
と
す
る
の
か

を
も
っ
と
直
接
的
に
見
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
で
出
発
し
た
研
究
で
あ
り

ま
す
。

　

ア
ー
サ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
と
い
う
人

に
よ
る
回
復
の
物
語

　

↓
ｈ
ｅ
　
　
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
i
-

ｔ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
と
い
う
概
念

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
「
昨
日
私
は
健

康
で
あ
っ
た
、
今
日
私
は
病
気
で
あ

る
。
し
か
し
明
日
に
は
再
び
健
康
に

な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
基
本
的
な

筋
を
も
つ
物
語
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
結
末
が
元

の
状
態
に
戻
る
と
い
う
点
で
す
。

　

お
気
づ
き
の
通
り
、
こ
の
回
復
の

物
語
を
あ
て
に
で
き
な
い
、
頼
り
に

で
き
な
い
場
合
の
一
つ
と
い
う
の

が
、
こ
の
研
究
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

難
病
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

自
分
自
身
を
主
人
公
と
す
る
、
過

去
に
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
の

自
分
は
ど
う
な
の
か
。
未
来
の
自
分

は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
記

述
、
表
現
し
た
も
の
を
自
己
物
語
と

言
い
ま
す
。
物
語
は
、
小
説
な
ど
の
お

話
と
し
て
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

実
際
に
流
通
し
て
お
り
、
そ
れ
を
私

た
ち
は
読
ん
で
影
響
を
受
け
な
が

ら
、
人
生
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
の

道
具
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー
プ
も
大

変
小
さ
い
社
会
だ
と
い
う
ふ
う
に
捉

え
れ
ば
、
そ
の
社
会
の
中
で
何
ら
か

の
物
語
が
流
通
し
て
い
て
、
相
互
に

刺
激
し
あ
っ
て
自
己
物
語
を
形
成
す

る
場
だ
と
い
う
捉
え
方
が
可
能
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
も

っ
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
の
活

勁
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
会
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
と
、
富
山
県
支
部
が
Ｉ
・
〇
〇

一
。
年
に
発
足
し
て
お
り
ま
し
て
、
会

員
数
は
お
お
よ
そ
一
八
〇
人
く
ら
い

で
あ
り
ま
す
。

　

会
で
は
福
祉
施
設
や
病
院
の
一
室

を
借
り
て
行
う
交
流
会
、
薬
や
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
す

る
個
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。
更
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
場
も
あ
り
、
病
に
つ
い
て
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
ト
す
る
場
で
生
じ
て
い
る
様

々
な
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
物
語
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
主
体
的
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

語
り
手
は
、
仮
名
で
す
が
高
山
正

男
さ
ん
で
、
場
面
は
薬
に
関
す
る
学

習
を
目
的
と
し
た
交
流
会
で
参
加
者

が
順
に
自
己
紹
介
を
す
る
場
面
で
の

発
言
で
す
。

　

薬
の
量
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
、

な
ん
と
か
減
ら
さ
な
く
ち
や
と
思
っ

て
勉
強
し
て
思
い
切
っ
て
先
生
に
言

っ
て
み
た
ら
、
減
ら
し
て
い
こ
う
か

と
い
っ
て
く
れ
た
と
い
う
話
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
は
、
た
だ
最
近
ア
ー

テ
ン
が
今
の
量
だ
と
き
つ
い
か
な
、

そ
ろ
そ
ろ
限
界
か
も
な
、
と
い
う
感

じ
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
も
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
非
常
に
小
さ
な
物
語
な
ん
で

す
が
、
特
徴
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
医
師
に
自
ら
意
見
を
表
明
す

る
そ
の
度
胸
で
す
。
英
雄
的
な
主
人

公
を
描
く
物
語
で
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
、
悩
ん
で
い
る
症
状
に
つ
い
て

生
活
を
営
む
上
で
耐
え
ら
れ
な
い
も

の
か
ど
う
か
精
査
す
る
自
己
観
察
的

な
語
り
手
で
す
。
今
の
量
だ
と
き
つ

い
か
な
、
限
界
か
も
な
と
い
う
部
分

に
現
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
自
分
自

身
で
精
査
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
志

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
語
り

手
は
薬
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て

受
動
的
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
主
体
的

に
関
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
ふ

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
物

語
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
自

分
自
身
も
確
認
し
て
い
く
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
先
の
行
動
に
進
ん
で
い
く

だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　

た
だ
率
直
に
申
し
ま
し
て
、
高
山

さ
ん
の
よ
う
に
ク
リ
ア
に
英
雄
的
な

主
人
公
、
自
己
観
察
的
な
語
り
手
と

い
う
特
徴
を
も
っ
た
物
語
を
語
る
方

は
、
そ
ん
な
に
多
く
な
い
と
い
う
ふ

う
に
私
自
身
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

９
　
体
例
二
で
す
。
川
田
喜
重
郎
さ

ん
（
仮
名
）
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
合
問
で
私
と
の
個
人
的
な
会
話

を
記
録
し
ま
し
た
。

５-



　

二
〇
〇
五
年
二
月
に
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
と
診
断
さ
れ
た
。
両
手
の
震
え

の
他
、
靴
下
や
ズ
ボ
ン
が
は
き
に
く

い
な
ど
動
作
の
不
調
を
悩
ん
で
い
る

が
、
二
〇
〇
七
年
九
月
の
時
点
で
は

薬
を
飲
ん
で
い
な
い
。
神
経
内
科
医

は
、
ど
う
し
ま
す
か
、
こ
の
病
気
は

薬
の
址
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
す

よ
、
と
服
薬
に
つ
い
て
は
患
者
の
判

断
に
任
せ
る
よ
う
な
対
応
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
場
で
は
決
め
か
ね
て
と

り
あ
え
ず
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ

た
。
し
か
し
、
会
で
出
会
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
人
の
話
を
思
い
出
し
て
何
で

も
飲
め
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
飲
ま
ず

に
い
こ
う
と
決
断
し
た
と
い
う
内
容

で
す
。

　

川
田
さ
ん
の
物
語
で
注
目
し
た
い

の
は
、
「
薬
を
処
方
さ
れ
、
そ
れ
を

飲
む
、
治
る
」
と
い
う
ふ
う
に
安
直

に
は
考
え
な
か
っ
た
と
い
う
部
分
で

す
。
こ
の
、
「
薬
を
処
方
さ
れ
る
、

そ
れ
を
飲
む
、
治
る
」
と
い
う
の
が
、

先
程
言
い
ま
し
た
「
回
復
の
物
語
」

の
一
つ
の
形
に
他
な
ら
な
い
わ
け
な

ん
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
を
無
反
省
に

受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
い
っ

ぺ
ん
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
、
考
え
て

み
る
。
さ
き
ほ
ど
の
高
山
さ
ん
の
例

ほ
ど
鮮
や
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

.liUiiiHitiiiimmiMiiiisij

吏
ｉ
匈

　

‘
一
ぺ牡

ｙ
漸
ｙ

自
分
自
身
を
精
査
す
る
、
自
己
観
察

的
な
語
り
手
に
通
じ
て
い
る
部
分
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
薬
を
処
方
さ
れ
、

そ
れ
を
飲
む
、
治
る
」
と
い
う
「
回

復
の
物
語
」
に
単
純
に
の
っ
か
っ
て

し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
を
精
査
す

る
、
そ
の
よ
う
な
気
風
と
で
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
司

　

こ
の
友
の
会
の
気
風

が
あ
る
一
つ
の
証
拠
に
こ
れ
ら
の
具

体
例
が
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
つ
目
の
物
語
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
と
い
う
物
証

で
す
。

　

語
り
手
は
田
坂
賢
児
さ
ん
（
仮

名
）
。
薬
に
関
す
る
学
習
を
目
的
と

し
た
交
流
会
で
参
加
者
が
順
に
自
己

紹
介
す
る
場
面
で
の
発
言
で
す
。
最

パーキンソン病友の会の活動
リハビリテーション(２)

初
は
薬
の
話
題
で
始
ま
り
ま
す
が
、

途
中
か
ら
運
動
に
変
わ
り
ま
す
。
自

分
か
ら
自
発
的
に
話
題
を
変
え
て
く

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
ご
自
身
の
や

っ
て
い
る
こ
と

　

（
ヨ
ガ
と
リ
ハ
ビ
リ

を
週
に
三
回
、
散
歩
を
毎
日
四
〇

分
、
な
ど
）
が
語
ら
れ
ま
す
。
そ
の

あ
と
は
、
ニ
ヶ
月
前
雨
の
日
が
多
く

て
さ
ぼ
り
ぎ
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
出
来
事
が
続
き
ま
す
。
す
く

み
足
や
ボ
ー
ツ
と
立
っ
て
い
る
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
き
た
。
さ
ぼ
っ

て
い
た
か
ら
か
な
と
思
っ
て
一
ヶ
月

前
か
ら
ま
た
び
っ
し
り
や
っ
た
ら
も

と
に
も
ど
り
ま
し
た
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
毎

日
の
努
力
を
ゴ
ツ
ゴ
ツ
継
続
す
る
と

い
う
勤
勉
な
主
人
公
で
す
。
そ
れ
か

ら
こ
こ
か
ら
先
は
次
の
例
も
あ
わ
せ

て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

具
体
例
の
四
で
す
。
中
道
郁
代
さ

ん
（
仮
名
）
と
、
そ
れ
か
ら
こ
の
集
会

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
司
会
で
あ

っ
た
上
岡
道
子
さ
ん
（
仮
名
）
と
の
会

話
の
場
面
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。

　

上
岡
さ
ん
は
中
道
さ
ん
を
指
し

て
、
彼
女
は
今
音
楽
療
法
の
こ
と
を

や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
郁
代
さ
ん

話
し
て
あ
げ
て
、
と
い
っ
た
。
中
道

さ
ん
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
、
や

っ
て
い
る
と
い
う
か
大
し
た
こ
と
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
と
口
ご
も
っ

た
が
、
す
ぐ
に
他
の
参
加
者
た
ち
の

方
に
目
を
や
っ
て
、
音
楽
は
な
ぜ
い

い
か
と
い
う
と
、
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た

方
が
体
に
は
い
い
ら
し
い
ん
で
す

よ
。
私
の
場
合
は
す
く
み
足
が
ひ
ど

い
の
で
、
と
言
っ
た
。
上
岡
さ
ん
が
、

彼
女
は
そ
れ
で
今
、
大
阪
ま
で
通
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
、
す
ご
い
で
し
ょ

う
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
も
そ
こ
で
、
と

部
屋
の
外
の
廊
下
を
指
さ
し
た
。
そ

こ
に
は
直
径
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が
置
い

て
あ
っ
た
。
中
道
さ
ん
は
、
そ
う
、

と
言
い
な
が
ら
二
、
三
度
ポ
ン
ポ
ン

と
飛
ん
で
実
演
し
て
み
せ
る
。
普
段

は
こ
う
や
っ
て
飛
び
な
が
ら
先
生
と

手
を
つ
な
い
で
い
る
だ
け
な
ん
だ
け

ど
ね
、
そ
う
そ
う
、
そ
れ
で
ね
、
私

ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
よ
、
こ
う
い
っ
て
彼
女
は
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
を
下
り
て
そ
の
横
で
直
立
し

た
姿
勢
で
四
、
五
回
ゆ
っ
く
り
と
飛

ん
だ
。
上
岡
さ
ん
は
、
本
当
だ
、
す

ご
い
ね
、
と
驚
く
。
す
る
と
中
道
さ

ん
は
、
こ
れ
が
ね
、
私
で
き
な
か
っ

た
の
よ
。
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
、
ほ
ら
、
と
、
ま
た
ミ

　

三
回

飛
ん
で
み
せ
た
。
上
岡
さ
ん
は
、
皆

に
向
か
っ
て
、
彼
女
は
ね
、
二
年
前

な
ん
て
う
つ
で
引
き
こ
も
り
だ
っ
た

ん
で
す
よ
、
今
と
全
然
違
っ
た
ん
で

す
か
ら
、
と
言
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
具
体
例
三
お
よ
び
四
に

共
通
す
る
の
は
、
病
そ
の
も
の
の
回

復
（
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
i
t
ｕ
t
ｉ
ｏ
ｎ
)
は
望
め
な
い
中

で
、
日
々
の
生
活
の
中
で
さ
さ
や
か

な
改
善
劇
を
産
み
出
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
具
体
例
三
で
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
断
に
よ
る
状

態
の
悪
化
が
物
語
の
真
ん
中
に
来
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
努
力
し
て
最
終
的

に
は
問
題
が
消
失
し
て
い
く
、
問
題

と
い
う
の
は
す
く
み
足
と
ボ
ー
ツ
と

立
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
す
け
ど

も
、
そ
れ
が
消
失
し
て
い
く
と
い
う

筋
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
具
体

例
凹
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
継
続
に

６－-



よ
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
い
う
問
題
が
消
失
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
決
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
そ
の
も
の
が
回
復
し
た
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る

わ
け
な
ん
で
す
が
、
し
か
し
そ
れ
を

認
め
な
が
ら
も
同
時
に
あ
る
限
定
的

な
「
回
復
の
物
語
」
と
い
う
の
を
ど

ん
ど
ん
産
み
出
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を

可
能
に
し
て
い
る
の
が
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
営
み
で
す
。
つ
ま

り
、
あ
る
種
の
生
き
る
た
め
の
戦

略
、
語
り
手
の
希
望
に
つ
な
い
で
い

く
た
め
の
戦
略
だ
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
こ
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
精
神
的
機
能
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、

変
化
に
気
づ
く
他
者
の
重
要
性
で

す
。
具
体
例
四
で
の
上
岡
道
子
さ
ん

の
存
在
で
す
。
中
道
さ
ん
一
人
だ
け

で
は
、
多
分
こ
こ
ま
で
う
ま
い
こ
と

語
り
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
上
岡
さ
ん
は
「
話
し
て

あ
げ
て
」
と
い
う
ふ
う
に
物
語
を
開

始
さ
せ
、
そ
こ
に
あ
る
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
も
、
そ
こ
で
、
と
か
、
本
当
だ
、

す
ご
い
ね
と
い
っ
た
合
い
の
手
で
展

開
を
促
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
物
語
の
筋
を
際
だ
た
せ
て
い
ま

す
。
一
　
　
年
前
な
ん
て
う
つ
で
引
き
こ

も
り
だ
っ
た
ん
で
す
よ
、
今
と
全
然

違
っ
た
ん
で
す
か
ら
、
と
い
う
部
分

で
す
。
こ
う
い
っ
た
、
お
そ
ら
く
は

意
識
し
な
い
、
何
気
な
い
合
い
の
手

が
実
は
遠
慮
が
ち
な
語
り
手
を
結
果

的
に
勇
気
づ
け
て
最
後
ま
で
物
語
を

語
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
。
三
番
目
に
病
を
笑
う
物

語
を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
は
『
癒
し

と
し
て
の
笑
い
（
新
曜
社
、
一
九
九

九
年
）
』
と
い
う
本
の
一
節
で
、
病

を
笑
う
と
い
う
こ
と
は
、
思
い
の
ま

ま
に
体
を
動
か
せ
な
い
こ
と
が
何
か

劣
っ
た
こ
と
で
あ
り
悲
し
む
べ
き
こ

と
だ
と
い
う
私
た
ち
の
当
た
り
前
の

感
じ
方
、
世
界
観
に
対
し
て
、
滑
稽

な
も
の
は
一
時
的
だ
け
れ
ど
も
非
常

に
根
本
的
な
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
、

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
経
験
な
の
か
、
自

然
に
歩
き
出
す
と
か
手
を
動
か
さ
ず

に
ジ
ツ
と
し
て
い
る
と
か
、
そ
う
い

っ
た
当
然
で
き
る
は
ず
の
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ

は
非
常
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
な
ん

だ
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
思
い
込

ん
で
い
る
当
た
り
前
の
世
界
と
い
い

ま
す
か
、
思
い
込
ん
で
い
る
当
た
り

前
の
世
界
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
経

験
的
実
存
の
現
実
世
界
と
か
、
経
験

的
世
界
の
牢
固
た
る
事
実
と
い
っ
た

言
葉
の
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
当
た
り
前
の
匪
界
は
非

常
に
覆
し
が
た
い
の
で
、
た
と
え
そ

れ
を
滑
稽
な
も
の
と
し
て
描
い
た
と

し
て
も
。
そ
の
後
に
は
ま
た
し
て
も

牢
固
た
る
事
実
、
つ
ま
り
当
た
り
前

の
世
界
が
存
在
感
を
も
っ
て
主
張
し

始
め
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
た
と

え
ど
れ
ほ
ど
覆
し
が
た
い
現
実
で
あ

っ
て
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
だ
わ

る
に
値
し
な
い
も
の
な
の
か
も
し
れ

な
い
、
「
幻
想
と
は
言
わ
な
い
ま
で

も
、
最
後
は
無
に
帰
す
る
つ
か
の
間

の
現
実
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と

バ
ー
ガ
ー
は
言
う
わ
け
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
発
想
の

転
換
は
、
確
か
に
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
と
も
思
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
バ
ー
ガ
ー
の
記
述
を

注
意
深
く
読
ん
で
お
り
ま
す
と
、
私

た
ち
が
思
い
こ
み
を
「
つ
か
の
間
の

現
実
」
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
神
の
存
在
が
前
提

条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
（
「
こ
う
し
た
こ
と
の
す
べ
て

が
信
仰
の
光
の
も
と
で
Ｉ
－
つ
ま
り

神
あ
り
と
し
て
Ｉ
－
知
党
さ
れ
る
瞬

間
」
）
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
中
に
染

み
つ
い
て
し
ま
っ
た
思
い
込
み
を
ひ

っ
く
り
返
す
に
は
、
や
っ
ぱ
り
何
か

超
越
的
な
も
の
に
背
中
を
ポ
ン
と
後

押
し
し
て
も
ら
わ
な
い
と
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
暗
に

バ
ー
ガ
ー
は
言
っ
て
い
る
よ
う
に
読

め
ま
す
。

　

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー
プ
が
、

そ
う
い
っ
た
超
越
的
な
存
在
を
共
有

す
る
様
な
集
団
で
あ
れ
ば
話
は
別
で

す
が
、
少
な
く
と
も
私
の
知
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
た
ち
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
病
い
の

苦
し
み
の
現
実
を
「
つ
か
の
間
の
現

実
」
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
る
ま
で

の
超
越
経
験
を
し
や
す
く
で
き
る
だ

ろ
う
か
、
と
考
え
て
し
ま
う
と
少
々

暗
澄
た
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
難
し
い
部

分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
病
を
笑
う
物

語
は
貴
重
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ほ
ん
の
少
し
の

間
で
も
笑
い
を
そ
の
場
で
共
有
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ

の
時
問
は
、
病
い
の
苦
し
み
の
現
実

を
［
つ
か
の
問
の
現
実
］
で
あ
る
か

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
吐

界
へ
と
私
た
ち
が
超
越
で
き
た
と
い

う
証
だ
か
ら
で
す
。
た
と
え
そ
れ
を

維
持
し
続
け
る
の
が
難
し
い
と
し
て

も
、
い
や
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

さ
さ
や
か
な
経
験
の
価
値
は
計
り
知

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
今
日
の
お
話
を
最
後
に

簡
単
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
様
々
な
形
で
刺
激
し
あ
っ

て
希
望
の
あ
る
自
己
物
語
を
見
出
す

場
と
し
て
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー

プ
は
潜
在
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
グ
ル
ー

プ
の
ケ
ー
ス
で
は
二
二
つ
の
物
語
を

私
は
今
日
あ
げ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
人
間
の
創
造
性
の
部
分
を

積
極
的
に
共
有
財
産
に
す
る
、
社
会

調
査
を
通
じ
て
記
述
し
て
は
っ
き
り

わ
か
る
よ
う
に
指
示
し
、
で
き
る
だ

け
共
有
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
病
を
経
験
す
る
人

々
に
よ
る
生
の
創
造
の
た
め
の
資
源

を
大
串
に
す
る
。
そ
の
一
つ
が
セ
ル

フ
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
ー
プ
と
い
う
場
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
資
源
を

ど
の
程
度
用
意
で
き
る
か
に
よ
っ
て

近
代
社
会
は
ま
さ
に
そ
の
成
熟
の
度

合
い
を
試
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　

以
上
が
今
日
お
伝
え
し
た
か
っ
た

こ
と
で
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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特
別
講
演
ｕ
1
1
（
要
約
）

難
病
に
罹
っ
一
に
、
い
る
人
に
対
す
る
就
業
支
援
窺
点
と
方
法
を
考
え
る

ｉ
精
神
障
害
者
支
援
の
取
り
組
み
か
ら
Ｉ

　

私
は
主
に
こ
の
十
年
ほ
ど
精
神
障

害
の
方
々
に
特
化
し
た
形
で
の
就
労

支
援
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
難
病

に
閔
す
る
文
献
・
資
料
を
色
々
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
、
難
病
の
方
と
精

神
障
害
の
方
の
支
援
の
あ
り
方
に
ず

い
ぶ
ん
共
通
点
が
あ
る
な
と
い
う
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
疾
病
と
障
害
が
共
存
を

し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
医
療
が
ず
っ

と
継
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
。
ま
た
症
状
の
変
化
が

か
な
り
あ
る
こ
と
で
す
。
三
点
口
が

自
信
と
自
尊
心
の
喪
失
が
職
業
上
か

な
り
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
そ
れ
か
ら
職
業
人
と
し
て
様
々

な
こ
と
を
学
習
す
る
機
会
や
経
験
が

な
か
な
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
。
五

　
　
　
　
　
　

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
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知

　

延

　

章

点
目
と
し
て
、
病
気
や
障
害
そ
の
も

　
　

つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
の
理
解
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
。
。
般
社
会
も
そ
う

で
す
が
、
支
援
者
の
理
解
も
十
分
で

は
な
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
医
療
中
心
の

支
援
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
の

あ
た
り
は
か
な
り
精
神
障
害
の
方
々

と
共
通
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
狭
い
経
験
の
中
で
の
、
難
病

の
方
と
精
神
障
害
の
方
と
で
違
う
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
例
え
ば
、
痛
み
で
あ
っ
た
り
疲

労
で
あ
っ
た
り
と
い
う
、
仕
事
を
す

る
上
で
の
困
難
性
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
か
ら
精
神
障
害
の
方
に
比
べ
て
支

援
体
制
と
い
う
も
の
が
不
十
分
で
あ

る
。
こ
の
あ
た
り
が
難
病
の
方
特
有

の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
か

な
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
の
方
々
の
就
労
支
援
の

あ
り
方
も
今
様
々
な
試
行
錯
誤
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
非
常
に

効
果
を
あ
げ
て
い
る
新
た
な
実
践
に

　

愛
媛
県
は
、
人
口
が
Ｉ
〇
万
人
弱

で
第
一
次
産
業
と
観
光
が
中
心
と
い

う
一
地
方
都
市
で
す
。
産
業
も
停
滞

し
て
い
る
し
、
社
会
資
源
も
全
く
な

い
。
ま
し
て
や
精
神
障
害
の
方
を
受

け
入
れ
た
と
い
う
そ
う
い
う
企
業
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
お
そ
ら
く
難
病
の
方
が
今
抱
え

て
お
ら
れ
る
状
況
と
非
常
に
似
て
い

る
ん
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
地
で
、
施
設
の
中

で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ん

で
は
な
く
て
、
地
域
に
暮
ら
し
て
い

る
ま
ま
で
、
私
た
ち
が
訪
問
を
し
て

い
き
な
が
ら
実
際
の
生
活
の
場
で
、

個
々
に
応
じ
た
支
援
を
や
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
諸

外
国
で
や
っ
て
い
る
ア
ク
ト
と
い
う

徹
底
し
た
個
別
支
援
の
思
想
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

門
家
は
い
ま
せ
ん
か
ら
、
外
部
の
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
私
か
定
期

的
に
行
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を

図
っ
て
進
め
ま
し
た
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
毎
日
行
う
こ
と
。
全
員
で
情
報
を

共
有
し
、
み
ん
な
で
支
援
方
法
を
検

討
し
ま
す
。
こ
れ
は
燃
え
尽
き
防
止

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
担
当
制
を

し
い
て
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

必
ず
複
数
で
動
く
こ
と
。
経
験
が
な

い
中
で
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
不

安
を
軽
減
し
、
支
援
を
展
開
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

支
援
方
法
は
、
個
別
支
援
と
訪
問

に
よ
る
支
援
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

一
番
重
要
な
の
が
、
ど
ん
な
に
障

害
が
重
く
て
も
ニ
し
ズ
に
基
づ
く
支

援
を
や
ろ
う
。
そ
の
人
自
身
が
働
き

た
い
と
、
企
業
で
働
き
た
い
と
い
う

ん
で
あ
れ
ば
、
何
と
か
実
現
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
よ
う
。
こ
の
人
は
障

害
が
重
い
か
ら
と
て
も
無
理
だ
ろ
う
、

と
い
う
よ
う
な
判
断
を
我
々
は
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

本
人
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
の

は
。
自
分
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
が

で
き
て
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
中
に
就
労
支
援
の
専

　
　

本
人
に
体
験
し
て
も
ら
っ
て
、
本
人

が
理
解
し
な
き
や
駄
目
な
ん
で
す
。

　

一
番
分
か
り
や
す
い
の
は
、
本
人

が
や
っ
て
み
た
い
仕
事
の
体
験
な
ん

で
す
よ
。
例
え
ば
時
計
を
作
る
什
事

が
し
て
み
た
い
、
と
い
う
人
が
い
ま

す
よ
ね
。
実
際
に
峙
計
を
作
る
職
場

に
行
っ
て
体
験
を
す
れ
ば
、
ど
う
い

う
こ
と
が
で
き
て
ど
う
い
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
何
か
自
分
に
足
り
な
い

の
か
。
そ
れ
が
補
え
る
可
能
性
が
あ

る
の
か
な
い
の
か
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
体
験
し
た
後
の
振
り
返
り

で
、
時
計
作
り
の
厚
門
家
か
ら
見
た

意
見
を
言
っ
て
も
ら
う
。
で
き
た
か

で
き
な
い
か
、
こ
れ
は
自
分
の
中
に

考
え
て
も
ら
う
。
そ
こ
で
本
人
自
身

が
、
や
っ
ぱ
り
時
計
で
や
っ
て
い
こ

う
。
た
だ
ま
だ
自
分
に
は
体
力
が
な

い
か
ら
、
体
力
を
つ
け
な
き
や
い
け

な
い
な
。
じ
や
あ
、
体
力
を
つ
け
る

1Ｊ塑部
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
何
か
考
え
ま
し
よ
う

か
と
、
我
々
が
提
案
を
す
る
。
そ
こ

で
本
人
が
、
じ
や
あ
そ
れ
で
い
き
ま

し
よ
う
、
と
決
め
て
い
く
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
に
本
人
を
中
心
に

物
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

ん
て
す
ね
。
だ
か
ら
、
必
ず
本
人
の

働
き
た
い
職
場
や
職
業
で
や
る
と
い

う
の
が
原
則
に
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
本
人
が
喫
茶
店
で
ち
ょ
っ

と
や
っ
て
み
た
い
と
な
っ
た
ら
ス
タ

ッ
フ
が
喫
茶
店
を
探
し
回
り
ま
す
。

そ
し
て
ち
ょ
っ
と
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
お
願
い
す

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
体
験
が
終
わ

っ
た
ら
そ
の
喫
茶
店
の
人
と
本
人
と

私
た
ち
と
で
振
り
返
り
を
し
て
、
ど

う
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

を
や
る
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
の
結
果
本
人
が
、
例
え
ば
も
う

ち
ょ
っ
と
体
力
を
つ
け
た
い
な
と
か
、

も
う
ち
ょ
っ
と
職
場
の
人
と
の
対
人
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
禎
極
的
に

で
き
る
と
い
い
な
。
そ
れ
が
な
い
と

な
か
な
か
職
場
で
は
難
し
い
で
す
よ
、

な
ん
て
言
わ
れ
た
と
し
た
ら
、
じ
や

あ
本
人
が
や
ろ
う
！
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
就
業
準
備
な
ん
で
す
よ
ね
。

　

今
度
本
人
が
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
喫

茶
店
で
や
り
た
い
！
と
な
っ
た
ら
、

そ
こ
が
求
人
を
出
し
て
い
な
け
れ

ば
、
別
の
喫
茶
店
を
探
す
わ
け
で
す
。

　

る
支
援
の
中
身
で
す
。

そ
し
て
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
就
職
を
お
願

い
す
る
ん
で
は
な
く
て
、
ち
よ
っ
と

そ
こ
で
体
験
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
僕
ら
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
と
。
そ
の
結
果
良
け
れ
ば

雇
用
を
お
願
い
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
支
援
ス
タ

ッ
フ
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
場
の
開

拓
な
ん
て
す
ね
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

い
ろ
ん
な
情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら

一
人
ス
タ
ッ
フ
が
職
場
を
一
戸
一
戸

丁
寧
に
回
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
’
を
し
ま

す
。
こ
れ
に
は
一
石
の
や
り
方
が
あ

っ
て
、
一
つ
が
職
場
に
行
っ
て
企
業

や
利
用
者
双
方
に
支
援
を
す
る
。
ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
と
い
う
形
で
支
援
を
し

た
り
相
談
を
し
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
自
宅
も
行
き
ま
す
。

こ
わ
は
本
人
の
相
談
は
な
か
な
か
職

場
で
は
で
き
な
い
。
こ
の
仕
事
ど
う

で
す
か
、
と
言
っ
で
も
、
職
場
の
人
が

い
る
わ
け
で
す
か
ら
「
な
ん
と
か
や

っ
て
ま
す
」
ぐ
ら
い
し
か
言
え
な
い

わ
け
で
す
。
本
人
か
ら
の
本
当
の
相

談
を
す
る
に
は
自
宅
に
行
く
。
こ
ん

な
よ
う
に
し
て
、
そ
の
人
が
そ
こ
で

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

企
業
の
方
に
も
き
ち
ん
と
支
援
を
し

よ
う
。
こ
れ
が
、
我
々
が
や
っ
て
い

　

二
〇
〇
四
年
七
月
か
ら
今
年
の
三

月
ま
で
に
七
二
名
の
方
に
支
援
を
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
な
ん
と
か
二

一
名
の
方
が
仕
事
に
つ
い
た
。
こ
れ

は
今
ま
で
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
き
な
自
信
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
と
い
う

と
、
一
丁
ズ
に
基
づ
く
支
援
と
い
う

の
が
非
常
に
大
事
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
大
き
い
で
す
。
我
々
の
判
断
は

あ
て
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
僕
ら
も
結
構
試
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
せ
支
援
者
は
支
援
し
て
く
れ
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の

が
、
我
々
が
彼
ら
を
信
頼
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
最
初
は
す
ご
く
高
い
ニ
ー
ズ

を
も
っ
て
い
た
方
が
、
我
々
が
本
気

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
常
に
現
実

的
に
物
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
彼
ら
も
我
々
支
援
者
も
非
常

に
成
長
す
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

　

二
点
目
で
す
が
、
地
域
性
、
こ
れ

も
関
係
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
会
だ
か
ら
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
就
職
で
き
る
だ
ろ
う
、
こ
ん
な
こ

と
は
な
い
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
地
方
だ
ろ
う
と
都

会
で
あ
ろ
う
と
二
し
ズ
に
基
づ
く
支

援
を
や
る
と
な
っ
た
ら
や
ら
な
き
や

い
け
な
い
ん
で
す
。
や
っ
て
み
た
ら
、

い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
し
、
地
方
は
地
方
な
り
に
非

常
に
人
情
味
が
あ
る
企
業
さ
ん
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
も
気
づ
い

て
き
ま
し
た
。
人
間
性
に
共
鳴
し
て

い
た
だ
い
て
雇
用
す
る
、
こ
れ
は
多

分
都
会
よ
り
も
地
方
の
方
が
多
い
ん

じ
や
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
し
、
社

会
資
源
が
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
資
源
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
な
社
会
資
源
は
む
し
ろ
地

方
の
方
が
あ
る
な
、
そ
ん
な
こ
と
も

感
じ
ま
し
た
。

　

三
点
目
で
す
が
、
チ
ー
ム
ア
プ
ロ

ー
チ
が
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
た
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
全
く
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
ク
方
式
で
や
っ
て
い
っ
た

ら
、
お
そ
ら
く
ス
タ
ッ
フ
は
燃
え
尽

き
て
い
た
か
、
諦
め
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
初
の
こ
ろ
は
私
の
仕
事
と

い
う
の
は
ス
タ
ッ
フ
を
励
ま
す
こ
と

で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
無
埋
じ
や
な
い

か
と
い
う
思
い
が
常
に
ス
タ
ッ
フ
の

中
に
起
こ
る
ん
で
す
ね
。
で
も
そ
れ

で
い
い
ん
だ
と
励
ま
す
こ
と
。
そ
れ

か
ら
。
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
分
か
ち
あ

っ
て
そ
れ
か
ら
支
え
合
う
。
励
ま
し

あ
う
。
そ
れ
か
ら
対
処
技
法
を
考
え

る
。
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。
こ
れ
っ

て
、
実
は
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ

の
考
え
方
な
ん
で
す
ね
。
チ
ー
ム
を

組
ん
で
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
し
て
い
く

っ
て
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
は

な
い
か
な
。
私
先
程
の
講
演
を
聴
い

て
、
あ
あ
非
常
に
共
通
性
が
あ
る
な

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
四
番
目
で
す
が
、
専

門
家
が
い
な
く
て
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
月
に

い
っ
ぺ
ん
し
か
行
き
ま
せ
ん
が
。
そ

れ
で
も
で
き
る
ん
だ
な
と
。
チ
ー
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
、
利
用
者
を
信
頼
す
る

こ
と
、
一
丁
ズ
に
基
づ
く
支
援
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
た
こ
と
、

こ
う
い
う
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

五
番
口
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
「
精
神
障
害
の
多
く
の
方
は
働
け

る
ん
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で

す
。
最
初
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
け

れ
ど
や
っ
て
み
て
、
二
〇
数
名
の
方

が
働
け
て
い
る
。
私
た
ち
が
根
拠
な

く
彼
ら
は
働
け
な
い
ん
で
は
な
い
か
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と
い
う
こ
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が

彼
ら
に
伝
わ
っ
て
い
っ
て
、
彼
ら
も

や
っ
ぱ
り
難
し
い
ん
じ
や
な
い
か
な

と
思
っ
て
、
そ
う
い
う
負
の
連
鎖
が

あ
っ
た
ん
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ

と
を
、
本
当
に
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
支
援
者
の
評
価
、
予
測
は

本
当
に
当
た
ら
な
い
ん
だ
な
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
信
用
す

る
の
は
本
人
の
働
き
た
い
と
い
う
思

い
で
あ
ｎ
ぺ
そ
れ
に
真
摯
に
対
応
す

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
結
論
は
本
人
が

出
す
と
い
う
の
が
我
々
の
体
験
の
中

に
あ
り
ま
す
。

　

実
は
働
け
て
い
な
い
人
も
七
〇
何

人
の
う
ち
四
〇
人
ぐ
ら
い
い
る
ん
で

す
よ
。
で
も
そ
れ
は
支
援
の
結
果
、
彼

ら
自
身
が
今
は
作
業
所
で
働
き
た
い

と
本
気
で
思
っ
た
結
果
な
ん
で
す
。

　

こ
れ
が
も
し
支
援
者
中
心
で
、
あ

な
た
は
ち
ょ
っ
と
働
け
な
い
か
ら
作

業
所
で
や
ん
な
さ
い
よ
、
言
わ
れ
て

受
け
身
で
や
る
ん
だ
っ
た
ら
本
気
で

や
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
本
当
は
働
き

た
い
の
に
、
仕
方
な
い
か
ら
作
業
所

行
く
か
、
と
な
る
ん
で
す
け
ど
も
、
支

援
を
や
っ
て
い
く
中
で
、
彼
ら
が
自

分
自
身
で
選
ん
で
い
く
ん
で
す
ね
。

私
は
今
働
く
ん
で
は
な
く
て
作
業
所

で
や
ろ
う
、
家
の
中
で
ま
ず
日
常
を

回
し
て
い
く
こ
と
に
精
一
杯
だ
か
ら

そ
こ
で
や
っ
て
い
こ
う
と
、
そ
の
中

で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
て
い
き
た
い
と

か
、
デ
イ
ケ
ア
の
中
で
も
う
ち
ょ
っ

と
病
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
と
か
、
彼
ら
が

主
体
的
に
な
っ
て
選
ん
で
い
く
ん
で

す
ね
。
こ
れ
が
す
ご
く
大
き
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
う
な
る
と
彼
ら
は
あ
る
程

度
に
な
っ
て
き
た
ら
ま
た
働
き
た
い

と
、
多
分
来
る
だ
ろ
う
。
そ
し
た
ら

ま
た
支
援
す
れ
ば
い
い
。
私
た
ち
が

判
断
す
る
必
要
な
ん
か
な
い
じ
や
な

い
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
難
病
の
方
と
同
じ
よ
う
に

精
神
障
害
の
方
々
も
、
医
療
と
い
う

の
が
切
り
離
せ
な
い
。
こ
の
就
労
支

援
の
や
り
方
と
い
う
の
は
医
療
か
ら

離
れ
て
、
医
療
と
連
携
し
て
や
る
と

い
う
や
り
方
を
と
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
担
当
医
を
お
い
て
、
医
療
の
観
点

か
ら
就
業
支
援
に
つ
い
て
の
助
言
を

も
ら
い
ま
し
た
。
我
々
は
そ
の
担
当

医
に
就
業
と
い
う
観
点
か
ら
医
療
に

助
言
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
非
常
に
お
互
い
に
良
い

効
果
を
生
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
で
き
た
の
は
、
サ
ポ
ー
ト

担
当
医
が
、
医
療
の
こ
と
は
や
る
け

ど
も
、
医
療
以
外
は
就
業
支
援
ス
タ

ッ
フ
が
専
門
家
だ
と
い
う
こ
と
を
し

つ
か
り
と
認
識
で
き
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
ア

ド
ボ
ケ
ー
ト
意
識
で
す
ね
。
つ
ま
り

主
人
公
は
本
人
だ
と
い
う
こ
と
を
し

つ
か
り
と
貫
い
て
、
本
人
を
主
人
公

に
す
る
た
め
の
権
利
擁
護
を
し
っ
か

り
や
ろ
う
と
。

縫製、

j1T鯉!墾②
･訪問件数

　　　

2557件

　

(自宅､企業､他機関等)

･訪問事業所

　　

１４６杜

　

(清掃､配達､製造業､検品､牧場、

　

鰹理､土木建築､ビ豪オ店他)

　

2004年7月～2007年３月

J①

　　

Z004年７月~2001年3月までに

　　

７Ｚ名の精神障害者に対し冥施

　　　

･就職

　　　　　　

Z1名

　　　

･復職

　　　　　　　

1名

　　　

･職場実習実施者Z3名

　　　

･実習先企業

　　　

19社

　

サ
ポ
ー
ト
担
当
医
が
イ
コ
ー
ル
主

治
医
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
主
治

医
と
の
連
携
も
出
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
か
、
主

治
医
が
、
本
人
の
た
め
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
決
め
て
い
く
と
い
う
や
り
方

を
と
っ
て
い
る
方
と
は
連
携
が
と
り

に
く
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
人
の
た
め
に
こ
れ
が
い
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
と
、
ず
い
ぶ
ん
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
我
々
は
、
そ
れ
は
本
人

が
決
め
る
と
い
う
こ
と
を
か
な
り
ず

っ
と
主
張
し
て
、
そ
れ
に
負
け
な
い

ア
ド
ボ
ケ
ー
ト
意
識
を
持
つ
支
援
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
が
非
常
に
重
要
だ
っ

た
な
と
思
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
は
ま

だ
ま
た
発
展
途
上
で
あ
る
と
も
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
医
療
の
考
え
が
変
わ
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
就
労
支
援
を
進

め
て
い
く
に
は
非
常
に
大
事
な
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
の
方
が
調
子
が
悪
く
な

る
の
は
、
医
師
の
責
任
で
は
な
く
、

本
人
の
問
題
と
捉
え
る
こ
と
も
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
こ
の
体
験

を
多
く
の
医
師
に
提
供
し
て
い
く
責

任
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
の
就
業
支
援
に
つ
い

ど
も
、
ど
ん
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
で
は
な
く
、

障
害
者
本
人
の
主
体
性
を
本
当
に
保

証
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

難
病
に
罹
っ
て
い
る
方
へ
の
支
援

も
全
く
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

于
ノ
パ
ー
メ
ン
ト
や
リ
カ
バ
リ
ー
の

思
想
で
す
ね
。
自
信
と
自
尊
心
を
取

り
戻
す
。
そ
れ
か
ら
職
業
人
と
し
て

成
長
し
て
い
く
。
権
利
擁
護
の
思
想

と
実
行
力
、
医
療
と
就
労
支
援
機
関

の
連
携
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

こ
れ
に
よ
っ
て
当
事
者
自
身
も
支
援

者
も
が
エ
ン
パ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
て
い

く
わ
け
で
す
ね
。

　

三
つ
目
は
職
場
開
拓
の
技
術
。
技

術
と
い
う
よ
り
も
行
動
力
で
す
ね
。

医
療
機
関
と
企
業
と
の
関
わ
り
方
、

利
用
者
本
人
と
ど
う
や
っ
て
関
わ
る

か
、
こ
の
あ
た
り
の
姿
勢
や
思
想
で

決
ま
っ
て
い
く
ん
で
は
な
い
か
な
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

就
業
支
援
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら

収
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
一

人
で
も
多
く
の
方
々
が
仕
事
に
就
け

る
た
め
の
支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
い

い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

て
ま
と
め
的
に
考
え
た
こ
と
で
す
け

　
　

た
。

-
０
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一
月
六
日
叫
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費

補
助
金
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
「
特

定
疾
患
の
自
立
支
援
対
策
の
確
立
に
関
す

る
研
究
班
」
（
今
井
班
）
会
議
、
続
い
て

七
日
八
日
と
同
じ
会
場
で
、
「
重
症
難
病

患
者
の
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に
関
す
る

研
究
班
」
（
糸
山
班
）
の
会
議
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
研
究
班
員
だ
け
で
な

く
、
各
県
か
ら
保
健
師
、
看
護
師
や
相
談

支
援
員
な
ど
が
大
勢
参
・
加
し
熱
気
に
あ
ふ

れ
た
研
究
発
表
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
医

師
で
は
神
経
内
科
医
以
外
の
参
加
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
が
残
念
。
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
発
表
も
多
く
、
な
か
で
も
中

島
孝
先
生
の
相
談
に
対
す
る
「
満
足
度
」

に
関
す
る
報
告
や
、
牛
込
三
和
子
先
生
の

指
導
に
よ
る
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
相
談
の
分
類
な
ど
は
今
後
の
研
究
会
で

の
課
題
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
野
原
正
平
さ
ん
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
実
体
や
運
営
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
発
表
は
重
要
な
意
味
を
も
つ

も
の
で
、
厚
生
労
働
省
疾
病
対
策
課
で
も

早
速
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
も
っ
と
多
く
の
患
者
団
体
の
参
加

も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
藤
た
て
お
記
）

●難病の雇用管理のための調査・研究会編

『難病の雇用管理のための調査･研究会

　

報告書』

『難病のある人の雇用管理･就業支援ガイドライン』

『難病(特定疾患)を理解するために

　　　　　　　　　　　　

～事業主のためのＱ＆Ａ～』

～全国難病センター研究会

　

会長

　

木村

　

格(いたる)、事

　

務局長

　

伊藤たておは､｢難病の雇用管理のための調査･

　

研究会｣に携わっております。～

　

ご希望の方は「厚生労働省障害者雇用対策課」へお問い合わ

せ下さい。まもなく「（独法）高齢・障害者雇用支援機構」（http:

//ｗｗｗJeed.０rjp/）、「障害者職業総合センター」（http://

ｗｗｗ.nivr.jeed.ｏr.jp/）のホームページより閲覧が可能となる

予定です。

今
井
班
・
糸
山
班
の
会
議
に

　
　
　
　

参
加
し
ま
し
た

●2007年９月発行

　

編集一発行人

　　　　　

（独法）高齢・障害者雇用支援機構

　　　　　　　　

障害者職業総合センター

『職りハネットワーク

　

No.61』

〈特集〉難病のある人の就業支援

　

各方面からの貴重な報告が掲載されており

ます。

　

ホームページでご覧いただけます。

　

http://ｗｗｗ.nivr.jeed.０r.Jp/research/

network/net61.html (障害者職業総合セン

ター）

　

難病のある人への就業支援にご関心のある

方はぜひともご一読ください！
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支
え
た
い
の
は
、

気
持
ち
で
す
。

①jﾚ

【lフランスベッドメディカルサービス株式会社

　

本社／〒169-0073東京都新宿区百人町1-25-1

　　　　　

電話03(3363)2255{大代表)

　　　　　　

http:/7ｗｗｗ.homecare.ｎｅ.jp

介護の悩みを解決

　　　　　

丿芙じよ

　　

フローレッドの

Ｖ之呂荒屋
薦漁砂臨百茫

Ｉ装着方法

　　　

∧ヱ：
■安全装備

　

こﾚ

簒に”゛‾グLji;，.,自17゛ ;1ﾂｽﾞ;ご?認tご:y７おり｀
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゛｀奏謳”’:1れ2tj呂11JJIJﾐｼﾞ汀

・リモコン・タイマーセットにて自動吸引タイマーは２・４・６時間の

　

３種類にセット可能

●寝たきりで意識のない方……

　

タイマーセット

弔排便モードの３回洗浄になります

・紙おむつの交換周期に合わせてください

●寝たきりで意識のある方……

　

リモコン操作(自立支援を促します〉

●排便モード(大)

●排尿モード(小)
３回洗浄
１回洗浄

・温水で洗浄(温度設定機能付)タンクに水道水を入れるだけです，

・室温温度で送風

(自勁停止装置)

故呻しにくい構造ですが､メン

テナンス､アフターサービスは

カスタマーセンターを通して

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　

ミツクラ株式会社

〒812-0029柚岡巾11多区古門戸町2-4KS･コモンドビル7F

PHONE:092-262-0110 FAX:092-262-0121

　　

E-mail:flowletgimitsukura.co･jp

　　

http://ｗｗｗ.mitsukura.cｏ.jp

　　　　　　　　　　

^0120-260-329

フローレッドは自動排泄物処理公幽としての特許商品です｡(特許W3749097号)

Ｚ!i£こふこｚじfloinかjｕミックシt卜八会社の.atsiiiJです･,ａ!i剽1・り■{187351剛
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次

０ ２００７年６月１３日東京の議員会館で総会を開催　‥‥　１

○第７回研究大会（富山）開催

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　

２

○第９回研究発表大会

　

特別講演Ｉ（要約）

　

‥‥‥‥‥‥‥

　

５

○第９回研究発表大会

　

特別講演ｎ（要約）

　

‥‥‥‥‥‥‥

　

８

○今井班一糸山班の会議に 11
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